
釈
文
の
訂
正
と
追
加

（
一
）

丘震
。山
垣
遺
跡

（第
一ハ己

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
氷
上
郡
春
日
町
棚
原
字
山
垣

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
人
三
年

（昭
５８
）
四
月
―
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
加
古
千
恵
子

。
平
田
博
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

山
垣
遺
跡
は
、
近
畿
自
動
車
道
舞
鶴
線
の
建
設
工
事
に
伴
い
調
査
さ
れ
た
遺

跡
で
あ
る
。
方
形
に
遺
跡
の
範
囲
を
区
画
す
る
堀
の
う
ち
、
北

。
東

。
南
の
三

方
の
堀

（Ｓ
Ｄ
Ｏ
。
一
二
下
〓
じ
を
検
出
す
る
と
と
ょ
に
、
そ
の
区
画
の
南
東

部
に
建
て
ら
れ
た
南
北
棟
の
掘
立
柱
建
物

一
棟
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
の
遺
構

は
計
画
的
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
区
画
自
体
も
周
辺
の
条
里
形
地
割
に
即
し
た

位
置
を
占
め
て
い
る
。

木
簡
は
、
大
量
の
土
器

・
木
器
な
ど
の
遺
物
と
と
も
に
、
こ
の
堀
か
ら
発
見

釈文の訂正と追加

さ
れ
た
。
木
簡
の
内
容
と
と
も
に
墨
書
土
器
の
中
に

「里
長
」
の
文
字
が
認
め

ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
人
世
紀
初
め
の
地
方
行
政
の
具
体
像
を
示
す
貴
重
な

資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
木
簡
の
釈
文
は
、　
一
九
人
四
年
に
本
誌
第
六

号
及
び

『山
垣
遺
跡
―
近
畿
自
動
車
道
関
係
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
』
で

報
告
し
た
後
、　
一
九
九
〇
年
に
、
補
訂
を
加
え
た
上
、
写
真

・
実
測
図
を
添
え

て
、
『山
垣
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
に
掲
載
し
た
。

そ
の
後

一
九
八
七
年
に
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
お
い
て
真
空
凍
結
乾
燥

法
に
よ
り
保
存
処
理
を
行
な
っ
た
が
、
そ
の
結
果
そ
れ
ま
で
は
不
明
瞭
で
あ
っ

た
墨
痕
が
鮮
明
に
な
っ
た
。
ま
た
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
の
性
能
が
向

上
し
た
こ
と
も
あ
り
、
釈
読
可
能
な
文
字
の
増
補
や
訂
正
が
可
能
と
な
っ
た
。

一
方
、
近
年
郡
符
木
簡
や
封
絨
木
簡
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
展
し
、
新
た
な
視

点
か
ら
山
垣
遺
隊
出
土
木
簡
を
観
察
し
直
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
来
る
べ
き
発
掘
調
査
報
告
書
の

『木
簡
編
』
の
刊
行

に
向
け
て
の
準
備
を
契
機
と
し
て
、　
一
九
九
二
年
度
に
再
調
査
を
行
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
例
え
ば
二
号
木
簡
と
三
号
木
簡
の
接
合
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
こ
と
な
ど
を
は
じ
め
、
ほ
ぼ
全
て
の
木
簡
の
釈
文

。
内
容
に
つ
い
て
増
訂
を

行
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
の
主
な
も
の
を
紹
介
す
る
。
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釈文の訂正と追加

木
簡
出
土
点
数
は
既
刊
報
告
書
で
は
二

一
点
と
し
た
が
、
今
回
の
再
調
査
で

接
続
が
判
明
し
た
も
の
が
あ
り
、
都
合
二
〇
点
と
な
っ
た
。
こ
の
二
〇
点
の
全

体
を
概
観
す
る
と
、
郡
の
行
政
に
関
わ
る
狭
義
の
文
書
木
街

（②
、
①
？
じ
及

び
封
絨
木
簡

（⑥
）、
農
業
経
営
に
関
わ
る
記
録
木
簡

（⑭
⑫
的
、
口
？
し
、
付
札

（⑬
ｌ
Ｏ
、
い
ず
れ
の
記
載
も
個
人
名
を
中
心
と
す
る
）、
そ
の
他
に
分
類
で
き
よ

う
。
以
下
、
特
に
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
述
べ
る
。

②
は
、
か
つ
て
三
点
の
本
簡
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
の
再
調
査

で
接
続
が
判
明
し
、
表

一
一
文
字
め
下
部
の
位
置
で
表
か
ら
刃
物
で
木
簡
の
厚

み
の
半
ば
ま
で
刻
み
を
入
れ
た
上
で
折
っ
て
い
る
状
況
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ

が
接
続
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
か
ね
て
か
ら
弘
前
大
学
の
鐘
江
宏
之
氏
か
ら

ご
教
示
を
受
け
て
い
た
が
、
現
物
に
よ
り
こ
の
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
こ
の

接
続
に
よ
り
、
本
資
料
が
人
の
召
喚
を
命
じ
た
郡
符
で
あ
る
こ
と
が
確
実
に
な

り
、
あ
わ
せ
て
入
幡
林
遺
跡

（本
誌
第
一
三
号
ω
）、
荒
田
目
条
里
遺
跡

（同
第

一
七
号
ω
②
）、
屋
代
遺
跡
群

（同
第
一
八
号
の
）
な
ど
か
ら
出
土
し
た
他
の
郡
符

木
簡
や
、
香
住
ヱ
ノ
田
遺
跡
出
上
の
召
喚
状

（同
第

一
人
号
）
な
ど
の
類
例
と

同
じ
く
、
廃
葉
の
際
に
人
為
的
に
切
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

０
は
、
封
絨
木
簡
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
も
、
既
刊
報

告
書
所
載
の
写
真
、
実
測
図
に
よ
り
、
長
方
形
の
材
を
羽
子
板
の
柄
状
に
整
形

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
封
絨
木
簡
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、

今
回
現
物
を
観
察
し
た
結
果
、
裏
面
は
割
っ
た
ま
ま
で
調
整
し
て
い
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
も
本
木
簡
は
文
書
な
ど
を
挟
む
た
め
に

一
枚
の
材

を
二
枚
に
割
っ
た
も
の
の
う
ち
の
片
方
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

い
は
、
判
読
可
能
な
文
字
が
増
加
し
た
こ
と
で
、
稲
の
貸
付
関
係
の
記
録
木

簡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
冒
頭
に
、
日
付

。
差
出
し
と
思
わ
れ
る

記
載
が
あ
り
、
も
と
も
と
は
文
書
木
簡
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
受
け
取

り
側
で
は
帳
簿
と
し
て
利
用
し
た
と
も
思
わ
れ
る
。
下
部
の
孔
は
そ
の
際
に
整

理
の
便
宜
の
た
め
に
穿
た
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
内
容
を
み
る
と
、
冒
頭
に

一
行
書
き
で
日
付
、
人
名

「秦
人
マ
新
野
」
、
「貸
給
」
な
ど
と
あ
り
、
次
い
で

三
行
書
き
で
人
名
の
後
に
東
数
、　
一
部
に
は
田
積
を
付
記
し
た
も
の
を
列
記
し
、

〔
留
ヵ
〕

最
後
に
そ
の
東
数
の
合
計
と
、
さ
ら
に

「椋
□
稲
」
「別
而
代
□
物
」
を
合
わ

せ
た
束
数
を
記
し
て
い
る
。
稲
の
東
数
記
載
と

「貸
給
」
の
文
字
が
判
読
で
き

た
こ
と
に
よ
り
、
出
挙
、
あ
る
い
は
借
貸
に
関
す
る
帳
簿
で
あ
る
と
判
断
で
き

る
。
な
お
、
冒
頭
の
二
文
字
は
従
来
千
支
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

現
状
で
は
判
断
で
き
な
い
。
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献
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